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判 例 索 引  
 

裁 判 例                   事  項                 頁  

大決大１３．１１．２７ 刑集３－８０４             上訴の利益の判断基準                     ３７４ 

最大判Ｓ２３．２．６ 刑集２－２－１７ 不当に長い拘禁後の自白 ２６２ 

最大判Ｓ２３．６．２３ 刑集２－７－７１５                  〃 ２６２ 

最一判Ｓ２３．８．５ 刑集２－９－１１２３ 心証（証明）の程度 ２５４ 

最二決Ｓ２４．２．２２ 刑集３－２－２２１ 厳格な証明と自由な証明（情状） ２４８ 

最一判Ｓ２４．４．７ 刑集３－４－４８９ 自白の補強法則（主観的要件） ２７１ 

最大判Ｓ２４．５．１８ 刑集３－６－７８９ 証人尋問権と供述書面の証拠能力 ２８１ 

最大判Ｓ２４．１１．２ 刑集３－１１－１７３２ 不当に長い拘禁後の自白 ２６２ 

最三判Ｓ２４．１２．１３ 裁集刑１５－３４９ 違法収集証拠の証拠能力 ３０７ 

最大判Ｓ２５．４．１２ 刑集４－４－５３５ 「前審の裁判に関与したとき」の非該当例 ８ 

最大決Ｓ２５．４．２１ 刑集４－４－６６６          再審事由（６号－原判決が認めた罪より軽い罪） ４１０ 

最一決Ｓ２５．７．１３ 刑集４－８－１３５６         原審弁護人の上訴取下げの効力              ３７６ 

最大判Ｓ２５．９．２７ 刑集４－９－１８０５ 一事不再理効の根拠 ３３６ 

最大判Ｓ２５．９．２７ 刑集４－９－２７           検察官上訴の合憲性                  ３７４ 

最三判Ｓ２５．１１．２１ 刑集４－１１－２３５９ 自白の任意性（黙秘権の不告知） ２６７ 

最三判Ｓ２５．１２．２４ 刑集４－１２－２６２１       控訴審における事実取調べの趣旨           ３９２ 

最大判Ｓ２６．８．１ 刑集５－９－１６８４             自白の任意性（手錠を施したままの取調べ） ２６４ 

最三判Ｓ２７．１．２９ 判タ１８－５３ 除斥される「職務の執行」の非該当例 ８ 

最大判Ｓ２７．３．５ 判時１０３－４ 起訴状一本主義（違反の治癒の可否） １８５ 

〃 起訴状一本主義（前科の記載の是非） 〃 

最大判Ｓ２７．４．９ 刑集６－４－５８４ 供述不能（証言拒否） ２８９ 

最大判Ｓ２７．５．１４ 刑集６－５－７６９ 不当に長い拘禁後の自白 ２６２ 

東京高決Ｓ２７．７．１７ 高刑集５－７－１１６３       再審事由（６号－証拠の新規性）           ４１１ 

最大判Ｓ２７．８．６ ｢石井記者事件｣刑集６－８－９７４ 証言拒絶権（新聞記者） ２３７ 

東京高判Ｓ２７．９．４ 高刑集５－１２－２０４９  麻酔分析による供述の証拠能力 ２４４ 

東京高判Ｓ２７．１１．１５ 高刑集５－１２－２２０１ 立証趣旨の拘束力 ２５２ 

最二判Ｓ２７．１２．１９ 刑集６－１１－１３２９ 同意書面（弁護人の同意の効力） ２９９ 

最一決Ｓ２８．２．１２ 刑集７－２－２１１           「判例」の意義                         ４０１  

東京高判Ｓ２８．２．２１ 高刑集6６－３－３６７ 挙証責任（特例規定） ２５１ 

最三判S２８．４．１４ 刑集７－４－８４１ 供述拒否権の告知時期、方法  １１１ 

最三判Ｓ２８．８．１８ 刑集７－８－１７３７ 任意的減免事由の判示の要否 ３２７ 

最二判Ｓ２８．９．２５ 刑集７－９－１８３２          一部上訴                    ３７６ 
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最三判Ｓ２８．１０．６ 刑集７－１０－１８８８ 除斥事由「取調べに関与したとき」の非該当例 ８ 

最二判Ｓ２８．１０．９ 刑集７－１０－１９０４ 厳格な証明と自由な証明（自白の任意性） ２４８ 

最一判Ｓ２８．１０．１５ 刑集７－１０－１９３４ 鑑定書の証拠能力 ２９４ 

最二決Ｓ２８．１１．２７ 刑集７－１１－２２９４ 除斥される「職務の執行」の非該当例 ８ 

東京高判Ｓ２８．１２．１４ 高特３９－２２１ 黙秘と量刑 １４３ 

最大判Ｓ２８．１２．１６ 判時１７－２５ 親告罪の一部起訴 １７７ 

最三判Ｓ２９．３．２ 刑集８－３－２１７ 訴因変更の要否 ２２１ 

最二判Ｓ２９．５．１４ 刑集８－５－６７６ 訴因変更の可否 ２２４ 

最二決Ｓ２９．６．２ 刑集８－６－７９４             刑の量定不当の例                          ３８５  

最一決Ｓ２９．７．１５  刑集８－７－１１３７ 職務質問（停止行為） ４７ 

最一決Ｓ２９．７．２９ 刑集８－７－１２１７ 供述不能（記憶喪失） ２８９ 

最二決Ｓ２９．７．３０ 刑集８－７－１２３１ 訴訟能力 １６ 

最三決Ｓ２９．９．７  刑集８－９－１４５９ 勾留理由の開示請求権 １５５ 

最三判Ｓ２９．９．７ 刑集８－９－１４４７ 訴因変更の可否 ２２４ 

最三決Ｓ２９．１０．１９  刑集８－１０－１６１０       再審事由（６号－証拠の新規性）            ４１２ 

最二判Ｓ２９．１１．５ 判時３９－１５ おとり捜査の適否 ４２ 

最三判Ｓ３０．１．１１ 刑集９－１－１４ 検察官面前調書（特信情況の判断事由） ２８５ 

福岡高判Ｓ３０．２．２８ 高特２－６－１４１ 「証明力を争う」の意義 ３０３ 

最二判Ｓ３０．３．２５ 刑集９－３－５１９ 除斥事由「取調べに関与したとき」の非該当例 ８ 

東京高判Ｓ３０．４．２ 高刑集８－４－４４９ 再伝聞供述 ３０４ 

最二判Ｓ３０．６．１７ 判時５５－２４ 補強証拠適格（自由を内容とする第三者供述） ２７２ 

最大判Ｓ３０．６．２２ 判時５２－１「三鷹事件」 自白の補強法則（犯人）               ２７２ 

〃                   控訴理由（訴訟手続の法令違反）       ３８２ 

最三判Ｓ３０．９．１３ 刑集９－１０－２０５９ 顕著な事実 ２４９ 

最一判Ｓ３０．９．２９ 判時６０－３              上訴審における職権調査義務              ３８９  

最二判Ｓ３０．１０．１４ 刑集９－１１－２２１３ 除斥事由「取調べに関与したとき」の非該当例 ８ 

最大判Ｓ３０．１２．１４ 刑集９－１３－２７６０ 緊急逮捕の合憲性 ６３ 

最二判Ｓ３０．１２．１６ 刑集９－１４－２７９１ 準現行犯（賍物等の所持） ６８ 

最三判Ｓ３０．１２．２６ 判タ５７－４１ 事件単位の原則（余罪の未決勾留日数算入） ７７ 

最二決Ｓ３１．３．９ 刑集１０－３－３０３ 逮捕状の緊急執行 ６１ 

最三判Ｓ３１．３．２７ 判時７５－２３ 特信文書（法３２３） ２９７ 

最一判Ｓ３１．５．１７ 判タ６０－５４ 公知の事実 ２４９ 

大阪高判Ｓ３１．６．１９ 判時７９－７ 違法収集証拠の証拠能力 ３１７ 

最ニ決Ｓ３１．７．４ 判タ６２－６０               上訴権回復請求事由                     ３７７ 

最大判Ｓ３１．７．１８ 判時８２－３              破棄自判の際の証拠調べ・意見陳述         ３９５   
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最一決Ｓ３１．１０．２５ 刑集１０－１０－１４３９ 現行犯逮捕（「現に罪を行い終わった者」の意義） ６６ 

最大決Ｓ３１．１２．２４ 判時９９－２５ 事件単位の原則（余罪勾留期間の刑事補償） ７７ 

最三判Ｓ３２．１．２２ 刑集１１－１－１０３ 再伝聞供述 ３０５ 

最大判Ｓ３２．２．２０ 判時１０３－９ 黙秘権（署名を欠いた弁護人選任届の効力） １４２ 

最三判Ｓ３２．５．２８ 刑集１１－５－１５４８ 緊急逮捕の急速性 ６４ 

最二判Ｓ３２．７．１９「八丈島事件」判時１１８－１ 強制、拷問による自白 ２６１ 

最一判Ｓ３２．７．２５ 刑集１１－７－２０２５ 診断書の証拠能力 ２９４ 

最二決Ｓ３２．９．２６ 刑集１１－９－２３７６ 未成年者の告訴権 ５３ 

最二決Ｓ３２．９．３０ 刑集１１－９－２４０３  検察官面前調書（「実質的に異なった供述」の意義） ２８４ 

最二決Ｓ３２．１１．２ 刑集１１－１２－３０４７ 補強証拠適格（備忘録） ２７３ 

最大判Ｓ３２．１１．２７判時１３４－１２ 挙証責任（推定規定） ２５０ 

最一決Ｓ３２．１２．５ 刑集１１－１３－３１６７        破棄判決の拘束力                    ３７９ 

東京地決S３３．２．２２ 一審刑集１－２－３３１ 科刑上一罪の再逮捕・勾留 ８０ 

最大決Ｓ３３．２．２６ 判時１４２－９ 厳格な証明と自由な証明（累犯前科） ２４７ 

最三判Ｓ３３．５．２０ 判時１５４－３４ 起訴状一本主義（脅迫文書の引用） １８４ 

最三決Ｓ３３．５．２７刑集１２－８－１６８３          再審事由（６号－証拠の明白性）           ４１３ 

最大判Ｓ３３．５．２８「印藤巡査殺し事件」判時１５０－６ 厳格な証明と自由な証明（共謀事実） ２４７ 

〃 自白の補強法則（共犯者の自白） ２７５ 

 〃                                  共謀事実の判示の要否・範囲 ３２７ 

東京高判Ｓ３３．５．３１ 高刑集１１－５－２７５ 告訴の客観的不可分の原則（包括一罪） １７５ 

最二決Ｓ３３．６．４  刑集１２－９－１９７１ 現行犯逮捕（「現に罪を行い終わった者」の意義） ６７ 

最二判Ｓ３３．６．１３「小島事件」判時１５３－９ 強制、拷問による自白 ２６１ 

最三判Ｓ３３．６．２４ 刑集１２－１０－２２６９ 訴因変更の要否 ２１８ 

最大決Ｓ３３．７．２９ 判時１５６－６ 差押え場所の特定 １２７ 

最一決Ｓ３４．２．１９ 刑集１３．２．１７８ 「前審の裁判に関与したとき」の非該当例 ８ 

最二判Ｓ３４．１２．１１ 判時２１４－６ 訴因変更の可否 ２２５ 

大阪高判Ｓ３５．５．２６ 判時２２８－３４ 自白の任意性（弁護人選任妨害） ２６９ 

最二判Ｓ３５．９．８ 判時２４９－１２ 実況見分調書の証拠能力 ２９２ 

最二判Ｓ３５．９．９ 刑集１４－１１－１４７７ 共同被告人の証人適格 ２３６ 

最三決Ｓ３５．１１．１５ 判時２５０－２７ 訴因変更の要否 ２２１ 

最三判Ｓ３５．１１．２９ 判時２５２－３４ 不当に長い拘禁後の自白 ２６２ 

最三決Ｓ３５．１２．２３ 判時２５２－３３ 親告罪の告訴前の捜査 １７４ 

最一判Ｓ３６．２．２３ 刑集１５－２－３９６ 除斥される「職務の執行」の非該当例 ８ 

最二判Ｓ３６．５．２６ 判時２６６－３１ 実況見分調書中の指示説明部分の証拠能力 ２９３ 

最大判Ｓ３６．６．７「大阪麻薬事件」判時２６１－５ 「逮捕する場合」の意義 １３５ 
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〃 同意された違法収集証拠の証拠能力 ３１７ 

最三判Ｓ３６．６．１３ 判時２６８－２８  訴因変更の要否 ２１７ 

東京高判Ｓ３６．７．１８ 判時２９３－２８ 「証明力を争う」の意義 ３０３ 

最三決Ｓ３６．１１．２１ 判時２８１－３０ 起訴後の取調べ １１２ 

最大判Ｓ３７．５．２ 判時３０２－４ 黙秘権（事故報告義務） １４２ 

最三判S３７．７．３ 判時３１２－２０ 勾留の延長（「やむを得ない事由」の意義） ７５ 

最三決Ｓ３７．９．１８ 判時３１８－３４            上訴の利益（無罪判決）                  ３７４ 

最大判Ｓ３７．１１．２８「白山丸事件」判時３２２－２ 訴因の特定 １８２ 

大阪高判Ｓ３８．９．６ 高刑集１６－７－５２６ 警戒検問 ５１ 

最一判Ｓ３８．９．１２ 「松川事件」判時３４６－６   「判例違反」の意義                      ４０１ 

最二判Ｓ３８．９．１３ 判時３５２－８０ 自白の任意性（手錠を施したままの取調べ） ２６４ 

最一判Ｓ３８．１０．１７ 「白鳥事件」判時３４９－２ 供述の伝聞性 ２８０ 

最三判S３８．１１．１２ 刑集１７－２３６７          破棄の範囲                         ３９８  

東京地判Ｓ３８．１２．２１ 下刑集５－１１.１２－１１８４ 親告罪の一部起訴 １７６ 

仙台高判Ｓ３９．２．７判時３６６－５０             第１審判決後の情状事実の取調べ範囲       ３９３ 

仙台高判Ｓ３９．３．１９ 高刑集１７－２－２０６ 賃借人の告訴権 ５３ 

東京地決Ｓ３９．１０．１５ 下刑集６－９，１０－１１８５ 違法逮捕と勾留（裁判官印の欠落） ８４ 

最三決Ｓ３９．１１．１０ 判刑集１８－９－５４７ 告訴（「犯人を知った」の意義） ５５ 

最大決Ｓ３９．１１．１８ 判時３９５－４９          上告理由（１号－憲法違反）           ４００ 

最二決Ｓ３９．１２．３ 判時３９４－８             上告理由（１号－憲法解釈の誤り）          ４０１ 

最大判Ｓ４０．４．２８ 判時４０６－２０ 訴因変更の要否 ２１８ 

〃 訴因変更命令 ２３０ 

最大判Ｓ４０．４．２８ 判時４０６－１５ 審判不開始決定の一事不再理効        ３３８ 

東京高判Ｓ４０．６．３判時４２７－５３                     上訴の利益（予備的訴因の認定）           ３７４ 

東京高判Ｓ４０．７．８判時４３８－６２ 裁判の内容的確定力 ３３５ 

東京高判Ｓ４０．１０．２９ 判時４３０－３３ 捜索･差押え場所の特定 １２７ 

         〃 捜索･差押え令状の呈示 １２９ 

大阪高判Ｓ４０．１１．８ 下刑集７－１１－１９４７ 現行犯逮捕（「現に罪を行い終わった者」の意義） ６７ 

東京高判Ｓ４１．１．２７ 判時４３９－１６ 現行犯逮捕の必要性の要否 ６６ 

最二決Ｓ４１．２．２１ 判時４５０－６０ 証拠能力（筆跡鑑定） ２４４ 

最一判Ｓ４１．４．２１ 判時４４７－９５ 公訴時効の起算点 １７０ 

東京高決Ｓ４１．６．３０ 判時４５８－６４ ポリグラフ検査 ２４４ 

最二判Ｓ４１．７．１ 判時４５７－６３ 自白の任意性（偽計） ２６５ 

最大判Ｓ４１．７．１３ 判時４５１－２４ 余罪と量刑 ３２５、３２６ 

最大判Ｓ４１．７．２０ 刑集２０－６－６７７ 除斥事由「取調べに関与したとき」の該当例 ８ 
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最一判Ｓ４１．７．２１｢大森傷害事件｣ 判４５２－６２ 違法捜査による公訴の効力 １６４ 

最三決Ｓ４１．７．２６ 判時４５３－３ 余罪捜査のための接見指定 １５６ 

東京高判Ｓ４１．９．３０ 判時４７３－６０ 挙証責任転換事実の証明の程度 ２５６ 

佐賀地決Ｓ４１．１１．１９ 判時４７０－６４ 捜索･差押え場所の特定 １２７ 

最三Ｓ４１．１１．２２ 判時４６７－６５  証拠能力（前科による故意認定） ２４３ 

横浜地決Ｓ４２．２．２ 下刑集９－２－１６１ 事件単位の原則（包括一罪の場合） ７６ 

福岡高決S４２．３．２４ 判時４８３－７９ 常習一罪の再逮捕・勾留 ７９ 

最一判Ｓ４２．５．２５ 判時４８６－７５            控訴審における訴因変更                 ３９６ 

最大判Ｓ４２．７．５ 判時４８５－１５ 余罪と量刑 ３２６ 

最一判Ｓ４２．８．３１ 判時４９７－７７ 訴因変更の許否 ２２７ 

最三決４２．９．１３ 「枚方事件」判時４９８－７５ 準現行犯（「誰何・逃走」の意義） ６９ 

大阪高判Ｓ４２．９．２８ 判時２２１－１７７ 検察官面前調書（特信情況の適用範囲） ２８４ 

最一判Ｓ４２．１２．２１ 判時５０５－１９ 自白の補強法則 （無免許事実） ２７２ 

最一決Ｓ４３．２．８ 判時５０９－１９ 証拠能力（ポリグラフ検査） ２４４ 

最二判Ｓ４３．３．２９判時５１５－８４ 一事不再理効と訴因の拘束力 ３４１ 

東京高判Ｓ４３．４．９判時５２３－８７             上訴の利益（予備的訴因の認定）           ３７４ 

東京地決Ｓ４３．５．２４ 判タ２２２－２４２ 勾留の要件（「住居不定」の意義） ７３ 

最大決Ｓ４３．６．１２ ２ 判時５１９－３           保釈保証金没取決定に対する不服申立権者     ３７３ 

最二判Ｓ４３．１０．２５「八海事件第３次上告審」判時５３３－１４    破棄判決の拘束力             ３７８ 

最三決Ｓ４３．１１．２６ 判時５４０－２３ 訴因変更命令 ２２９ 

最三決Ｓ４４．３．１８「国学院大学映研ﾌｨﾙﾑ差押事件」判時５４８－２２   捜索･差押えの必要性審査の可否 １２４ 

最二決Ｓ４４．４．２５ 判時５５４－３ 証拠開示の要件 １９４ 

最二決Ｓ４４．５．３１ 判時５５８－９２            上訴取下げの効力（錯誤）               ３７６ 

金沢地七尾支判S４４．６．３｢蛸島事件｣ 判時５６３－１４ 別件逮捕・勾留の適法性 ８７ 

東京高判Ｓ４４．６．２０ 高刑集２２－３－３５２ 無令状捜索等における「逮捕の現場」の意義 １３６ 

高松高判Ｓ４４．６．３０ 刑集２４－１３－１８６９ 居住者の告訴権 ５４ 

最三決Ｓ４４．７．１４ 判時５６１－８２ 事件単位の原則（余罪と裁量保釈事由） ７７ 

最三決Ｓ４４．７．１４ 判時５６１－８２ 保釈（ 〃 ） １９１ 

最大決Ｓ４４．１０．１ 判例時報５６９－２０          控訴審における被告人の召喚義務          ３８８ 

最一決Ｓ４４．１０．２ 判時５７３－９２ 起訴状一本主義（名誉毀損文書の引用 １８４ 

京都地決S４４．１１．５ 判時６２９－１０３ 勾留請求却下の緊急逮捕 ８２ 

最大決Ｓ４４．１１．２６「博多駅事件」 判時５７４－１１ 取材の自由と捜索･差押え １２５ 

最大判Ｓ４４．１２．２４「京都府学連デモ事件」 判時５７７－１８ 公道上の写真撮影の適否 ４０ 

東京地判S４５．２．２６「東京麻布連続放火事件」判時５９１－３０ 別件逮捕・勾留の適法性 ８７ 

最大判Ｓ４５．１１．２５「切り違え尋問事件」判時６１３－１８ 自白の任意性（偽計） ２６６ 
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東京高判Ｓ４５．１２．３ 刑月２－１２－１２５７ 告訴の客観的不可分の原則（科刑上一罪） １７６ 

最三判Ｓ４５．１２．２２  刑集２４－１３－１８６２ 居住者の告訴権 ５４ 

東京高判Ｓ４６．３．８ 判タ２６４－３４３ 逮捕する場合における余罪物件の差押え １３７ 

最大決Ｓ４６．３．２４「新島ミサイル事件」 判時６２７－６  控訴審の職権調査の範囲             ３９１  

最三判Ｓ４６．６．２２ 判時６３８－５０ 訴因変更の要否 ２１９ 

大阪地判Ｓ４６．９．９ 判時６６２－１０１ 択一的認定 ３２４ 

東高判Ｓ４６．１０．２７ 判時６５６－１０１ 準現行犯人「犯人として追呼されているとき」 ６８ 

最三決Ｓ４７．１．１８ 判時６５５－８５            控訴審の職権調査義務                   ３８９ 

東京地決S４７．４．４ 判時６６５－１０３ 事情変更による再逮捕・勾留 ８１ 

最三判Ｓ４７．５．３０ 民集２６－４－８２６ 公訴時効の起算点 １７０ 

最二判Ｓ４７．６．２ 判時６６８－１２９ 酒酔い鑑識カードの証拠能力 ２９３ 

東京高判Ｓ４７．６．１４ 判タ２８５－３１３          取調べを請求できなかった「やむを得ない事由」３８５ 

最一判Ｓ４７．６．１５ 判時６７４－１１２ 裁判の外部的成立 ３３０ 

最三決Ｓ４７．７．２５ 判時６７９－３ 訴因変更の可否 ２２５ 

最大判Ｓ４７．１２．２０「高田事件」判時６８７－１８ 迅速な裁判 ３、４ 

最ニ判Ｓ４８．２．１６ 判時６９２－１０５           控訴理由（法令適用の誤り）              ３８３ 

最ニ判Ｓ４８．２．１６ 判時７００－１３２           取調べを請求できなかった「やむを得ない事由」３８５ 

広島高岡山支決Ｓ４８．４．９ 判時７０２－１１６ 勾留の要件（「逃亡のおそれ」の意義） ７４ 

浦和地決Ｓ４８．４．２１ 刑裁月報５－４－８７４ 勾留請求却下後の通常逮捕 ８３ 

最一決Ｓ４８．１０．８ 判時７１５－３２ 忌避事由「不公平な裁判をする虞」 ９ 

東京高判S４８．１０．１６ 判時７２７－１０２ 事情変更による再逮捕・勾留 ８１ 

最一判Ｓ４８．１２．１３ 判時７２５－１０４ 心証の程度 ２５５ 

大阪地判S４９．５．２ 刑裁月報６－５－５８３ 裁判の内容的確定力 ３３３ 

福岡高裁那覇支判Ｓ４９．５．１３ 判時７６３－１１０ 自白に対する違法収集証拠排除法則の適用 ３１６ 

最大判Ｓ４９．５．２９判時７３９－３８             酒酔い・無免許運転及び業務上過失致死の罪数 ２２３ 

福岡高決S４９．１０．３１ 判時７７１－１０７ 包括一罪の再逮捕・勾留 ７９ 

東京地決S４９．１２．９ 「都立富士高校放火事件」判時７６３－１６ 別件逮捕・勾留の適法性 ８８ 

〃  取調受忍義務の範囲 １０５ 

 〃 余罪の取調べの可否と範囲 １０８ 

東京地決Ｓ５０．１．２９ 判時７６６－２５ 起訴後の取調べの可否と時期の方法 １１４ 

最一決Ｓ５０．５．２０（白鳥事件）判時７７６－２４                                       ４１３ 

東京地判Ｓ５０．５．２９  判時８０５－８４ 捜索・差押え令状の呈示 １３０ 

大阪高判Ｓ５０．８．２７ 判タ３３３－３３９ 一事不再理効が及ぶ範囲 ３３９ 

大阪高判Ｓ５０．１１．１９ 判時８１３－１０２ 緊急逮捕手続（「直ちに」の意義） ６５ 

最一判Ｓ５１．２．１９ 判時８０７－１０１ 共犯者の自白（団藤反対意見） ２７５ 
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最三決Ｓ５１．３．１６  判時８０９－２９ 任意捜査の限界 ３３、３４ 

福岡高裁那覇支判５１．４．５ ｢沖縄ゼネスト事件｣判タ３４５－３２１ 訴因変更の許否 ２２８ 

最一決Ｓ５１．９．１４ 判時８２７－１２２           「判例」の意義                         ４０１ 

最一決Ｓ５１．１０．１２（財田川事件）判時８２８－２３ 再審事由（６号－証拠の明白性）          ４１３ 

最一判Ｓ５１．１０．２８ 判時８３６－１２２ 共犯者の自白（団藤補足意見） ２７７ 

最一判Ｓ５１．１１．４ 判時８３３－１９ 裁判の外部的成立 ３３１ 

最一判Ｓ５１．１１．１８ 判時８３７－１０４ 別件証拠物の差押え １２４ 

最二決Ｓ５２．８．９「狭山事件」判時８６４－２２ 別件逮捕勾留の違法性 ９０ 

東京高判Ｓ５３．２．２３刑裁月報１０－１, ２－７５                  控訴理由（事実誤認）            ３８６ 

最一決Ｓ５３．３．６ 判時８８２－１１７ 訴因変更の可否 ２２６ 

東京高判S５３．３．２９｢都立富士高校放火事件｣判時８９２－２９ 別件逮捕・勾留の適法性 ８８ 

〃 取調受忍義務の範囲 １０６ 

 〃 余罪の取調べの可否と範囲 １０８ 

東京高判Ｓ５３．５．３１「大菩薩峠事件」刑裁月報１０－４．５－８８３ 逮捕の際の第三者規制 ５８ 

最三判Ｓ５３．６．２０「米子銀行強盗事件」判時８９６－１４ 職務質問（所持品検査） ４８ 

最一決Ｓ５３．６．２８ 「東大安田講堂事件」判時８９０－７３ 同意書面（同意の擬制） ３０１ 

最一判Ｓ５３．９．７ ｢大阪覚せい剤事件｣判時９０１－１５ 違法収集証拠排除法則  ３８、３０７～３０９ 

最一決Ｓ５３．９．２２  判時９０３－１０４ 職務質問（停止行為） ４７ 

最二判Ｓ５３．１０．２０  民集３２－７－１３６７ 公訴に要する嫌疑内容 １６４ 

最一決Ｓ５３．１０．３１  判時９０７－１２３         上訴の利益（控訴棄却決定）           ３７４ 

東京高判Ｓ５４．２．７ 判時９４０－１３８ 「証明力を争う」の意義 ３０３ 

東京高判Ｓ５４．２．１４ 判時９２１－１３５ 公訴時効の停止 １７３ 

高松高決Ｓ５４．３．１４ 判時９９５－３           再審事由（６号－証拠の明白性）            ４１３ 

最三決Ｓ５４．４．２４ 判時９２５－４９            「判例違反」の意義                    ４０２ 

富山地決S５４．７．２６ 判時９４６－１３７ 違法逮捕と勾留（制限時間内に通常逮捕） ８４ 

東京高判S５４．８．１４ 判時９７３－１３０              〃 ８５ 

福岡高決Ｓ５４．９．２７（免田事件） 高刑集３２－２－１８６   再審事由（６号－証拠の明白性）     ４１４ 

最三決Ｓ５４．１０．１６ 判時９４５－１３３ 任意性調査の時期の方法 ２９８ 

東京高判Ｓ５５．２．１「ニセ電話事件」判時９６０－８ 証拠能力（声紋鑑定） ２４５ 

最三決Ｓ５５．３．４ 判時９５６－１３４ 訴因変更の要否 ２１９ 

最一決Ｓ５５．４．２８ 刑集３４－３－１７８ 被告人の余罪勾留事件の接見指定 １５５ 

最二決Ｓ５５．５．１２ 判時９６７－１32 公訴時効の停止 １７３ 

最三決Ｓ５５．９．２２ 刑集３４－５－２７２ 交通検問 ５０ 

最一決Ｓ５５．１０．２３ 判時９８０－１７ 強制採尿の手続 １４０ 

最一決Ｓ５５．１２．１１ 判時９８４－４１          再審事由（６号－証拠の明白性）            ４１４ 
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最一決Ｓ５５．１２．１７「チッソ水俣病補償請求関連傷害事件」判時９８４－３７   訴裁量権の逸脱による起訴 １６６ 

最一決Ｓ５６．４．２５｢広島吉田町覚せい剤使用事件｣判時１０００－１２８ 訴因の特定 １８２ 

最三判Ｓ５６．７．１４ 刑集３５－５－４９７ 公訴時効の停止 １７１ 

最三決Ｓ５６．７．１４ 判時１０１３－３ 裁判の内容的確定力 ３３４ 

最三決Ｓ５６．１１．２０「にせ電話事件」判時１０２４－１２８ 秘密録音の許容限度 ４１ 

広島高判Ｓ５６．１１．２６ 判時１０４７－１６２ 別件捜索・差押え １２３ 

最一決Ｓ５７．５．２５「千葉大チフス菌事件」判時１０４６－１５ 疫学的証明の可否・条件 ２５３ 

最一決Ｓ５７．８．２７ 判時１０５１－１５８          逮捕に関する準抗告                    ４０７ 

大阪高判Ｓ５７．９．２７ 判タ４８１－１４６ 起訴状一本主義（暴力団組員であることの記載）１８５ 

最三判Ｓ５７．１２．１７ 判時１０６５－１９４ 裁判官面前調書 ２８２ 

東京高判Ｓ５８．１．２７ 判時１０９７－１４６ 供述の伝聞性  ２８１ 

広島高判Ｓ５８．２．１ 判時１０９３－１５１ 緊急逮捕手続（「直ちに」の意義） ６５ 

最二決Ｓ５８．６．３０ 判時１０８１－１５９ 検察官面前調書（「前の供述」の意義） ２８５ 

東京高判Ｓ５８．７．１３ 高刑集３６－２－８６ 写しの証拠能力 ３０５ 

最三判Ｓ５８．９．６ ｢日大闘争事件｣判時１０９７－１１ 訴因変更命令 ２２９ 

最三決Ｓ５８．９．１３ 判時１１００－１５６          鑑定の拘束力                          ２５２ 

東京地判Ｓ５８．９．３０ 判時１０９１－１５９ 起訴後の告訴の追完 １７５ 

東京高決Ｓ５８．１０．２８ 判時１１０７－４ ３号書面該当性（米国大陪審証言調書） ２８７ 

最一決Ｓ５８．１２．１９ 判時１１０２－１４７ 厳格な証明と自由な証明（訴訟手続上の事実） ２４８ 

札幌高判Ｓ５８．１２．２６ 判時１１１１－１４３ 余罪証拠物の差押え １３８ 

高松高判Ｓ５９．１．２４ 判時１１３６－１５８ 一事不再理効と訴因の拘束力 ３４２ 

最一決Ｓ５９．１．２７ 判時１１０５－３２ 不告不理の原則 １５９ 

最二決Ｓ５９．２．１３ 判時１１２１－１４４ 職務質問（停止行為） ３５ 

最二決Ｓ５９．２．２９「高輪グリーンマンション事件」判時１１１２－３１ 在宅被疑者の取調べの許容範囲 ３７ 

〃  伝聞供述の排除手続 ２９８ 

大阪高判Ｓ５９．４．１９「神戸まつり事件」判タ５３４－２２５ 余罪の取調べの可否と範囲 １０９ 

最三決Ｓ５９．７．３ 判時１１２８－３８              鑑定の拘束力                ２５２ 

最一決Ｓ５９．９．２０ 判時１１３３－１５５          控訴審における事実取調べの範囲           ３９２ 

最二決Ｓ５９．１２．２１ 判時１１４１－６２ 現場写真の証拠能力 ３０６ 

東京高判S６０．３．１９ 刑裁月報１７－３．４－５７ 逮捕状の呈示の意義 ６１ 

東京高判Ｓ６０．１２．１３「日石・土田邸事件」判時１１８３－３ 自白の任意性（逮捕夜間に及ぶ取調べ） ２６３ 

仙台高判Ｓ６０．１２．１６ 判時１１９５－１５３ 公訴時効の停止 １７３ 

大阪高判Ｓ６０．１２．１８ 判時１２０１－９３ 現行犯逮捕の必要性 ６６ 

最二判Ｓ６１．２．１４ 判時１１８６－１４９ 自動速度監視装置による写真撮影 ４０ 

最一決Ｓ６１．３．３ 判時１１９１－１４５ 特信文書（法３２３） ２９７ 
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札幌高判Ｓ６１．３．２４ 高刑集３９－１－８ 択一的認定 ３２４ 

最二判Ｓ６１．４．２５ 判時１１９４－４５ 違法収集証拠の証拠能力 ３１３ 

東京高判Ｓ６２．１．２８ 判時１２２８－１３６ 証明の必要（他事件の審理内容） ２４９ 

最一決Ｓ６２．３．３ 判時１２３２－１５３ 証拠能力（臭気選別） ２４５ 

最ニ決Ｓ６２．１０．３０ 判時１２５４－１３１        取調べを請求できなかった「やむを得ない事由」３８６ 

最大判Ｓ６３．２．１７ 判時１２６７－１６           弁護人の上訴権               ３７５ 

最三決Ｓ６３．２．２９「熊本水俣病事件」判時１２６６－３ 公訴時効の起算点 １７０ 

東京高判Ｓ６３．４．１「山谷暴動事件」判時１２７８－１５２  公道上に設置されたﾋﾞﾃ ｵ゙ｶﾒﾗによる撮影の適否 ４０ 

東京高判Ｓ６３．５．３１ 判時１２７７－１６６ 択一的認定 ３２４ 

最二決Ｓ６３．９．１６  刑集４２－７－１０５１ 職務質問（任意同行） ４８ 

最三決Ｓ６３．１０．２５ 刑集４２－８－１１００ 訴因変更の可否 ２２６ 

東京高判Ｓ６３．１１．１０ 判時１３２４－１４４ 検察官面前調書（特信情況の適用範囲） ２８４ 

東京高判Ｓ６３．１１．１０ 判時１３２４－１４４ 供述不能（黙秘） ２９０ 

名古屋高判Ｈ元．１．１８ 判タ６９６－２２９ 準現行犯人（「誰何」の意義） ６８ 

大阪高判Ｈ元．３．７ 判タ７０４－２８４ 訴因変更の可否 ２２７ 

最一判Ｈ元．６．２９ 民集４３－６－６６４ 公訴に要する嫌疑内容 １６４ 

最ニ決Ｈ２．６．２７ 判時１３５４－１６０            検証に関する準抗告                   ４０７  

最二決Ｈ２．６．２７の藤島裁判官の補足意見 判時１３５４－１６０ 差押え物件以外の物の写真撮影の適否 １３３ 

最二決Ｈ２．７．９「TBSビデオテープ差押処分事件」判時１３５７－３４    取材の自由と捜索･差押え･検証 １２５ 

浦和地判Ｈ２．１０．１２ ｢三郷市外国人アパート放火事件｣ 判時１３７６－２４ 別件逮捕・勾留の適法性 ９３ 

浦和地判H３．３．２５ 判タ７６０－２６１ 自白の任意性（黙秘権の不告知） ２６７ 

浦和地判Ｈ３．３．２５ 判タ７６０－２６１               〃    （弁護人選任権の不告知） ２６８ 

千葉地判Ｈ３．３．２９ ｢中核派成田闘争事件」判時１３８４－１４１ 秘密録音の許容限度 ４１ 

東京高判Ｈ４．１０．１４ 高刑集４５－３－６６ 単独犯と共同正犯の択一的認定 ３２３ 

福岡高判Ｈ５．３．８ 判タ８３４－２７５  第三者宅同行後に現行犯逮捕した場合の捜索・差押え １３７ 

東京高判Ｈ５．１０．２１ 判タ８４６－２９４ 供述不能（再証人尋問前の死亡） ２９０ 

福岡高判Ｈ５．１１．１６ 判時１４８０－８２ 任意取調べ中の接見指定 １５４ 

東京高判Ｈ６．５．１１ 判タ８６１－２９９ 捜索場所に居合わせた者の着衣等の捜索・差押え １３１ 

東京高判H６．６．１４ 速報３００２ 職務質問（抑止行為） ４８ 

最一決Ｈ６．９．８ 刑集４８－６－２６３ 同居人の携帯物の捜索・差押え １３１ 

最三決Ｈ６．９．１６ 判時１５１０－１５４ 採尿令状による強制連行 １３３ 

最三決Ｈ６．９．１６ 刑 集４８－６－４２０ 違法収集証拠の証拠能力 ３１１ 

最大判Ｈ７．２．２２「ロッキード事件丸紅ルート」判時１５２７－３ 刑事免責を付与して得られた供述 ２４６ 

最二決Ｈ７．３．２７ 判時１５２５－５１            必要的弁護制度の適用除外要件        １４７ 

最三決Ｈ７．５．３０ 判時１５３７－１７８ 違法収集証拠の証拠能力 ３８、３１４ 
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最三判Ｈ７．６．２０ 判時１５４４－１２８ 供述不能（強制送還） ２８９ 

最ニ決Ｈ７．６．２８ 判時１５３４－１３９           上訴取下げの効力（上訴能力）              ３７７ 

最三決Ｈ８．１．２９「和光大学内ゲバ事件」判時１５５７－１４５  準現行犯人の意義 ６７ 

〃 逮捕現場から連行後の捜索･差押え １３６ 

大阪高判Ｈ８．１１．２７ 判時１６０３－１５１ 同意書面（弁護人の同意の効力） ３００ 

最三決Ｈ９．１．２８「名張ぶどう酒事件」判時１５９２－４０   再審事由（６号－証拠の明白性）            ４１５ 

最一判Ｈ９．１．３０ 判時１５９２－１４２ 黙秘権（呼気検査拒否） １４３ 

福岡高判Ｈ１０．２．５ 判時１６４２－１５７ 同意書面（弁護人の同意の効力） ３００ 

最二決Ｈ１０．５．１  刑集５２－４－２７５ ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃ゙ ｨｽｸの差押えの適法性 １３２ 

東京高判Ｈ１０．６．８ 判タ９８７－３０１ 単独犯と共同正犯の択一的認定 ３２２ 

大阪高判Ｈ１０．９．１ 判タ１００４－２８９         控訴理由（事実誤認）                  ３８６ 

最二判Ｈ１０．９．７ 判時１６６１－７０ 逮捕の必要性 ６０ 

最三決Ｈ１０．１０．２７「マルヨ無線強盗殺人放火事件」判時１６５７－３８  再審事由（証拠の明白性）４１５ 

最大判Ｈ１１．３．２４｢安藤・斉藤事件｣ 判時１６８０－７２ 取調べ受忍義務と黙秘権の関係 １０２ 

      〃                             弁護人選任権の意義             １４４ 

      〃                 弁護人との接見交通権の意義         １４８ 

         〃 「捜査のため必要があるとき」の意義と要件 １５１ 

福岡高決Ｈ１２．２．２９ 判タ１０６１－２７２        再審事由（６号－証拠の新規性）          ４１１ 

最三判Ｈ１２．６．１３｢内田事件｣判時１７２１－６０ 逮捕直後の接見指定 １５３ 

最二決Ｈ１２．７．１７「足利幼女誘拐事件」判時１７２６－１７７  証拠能力 （DNA鑑定）           ２４５         

最二決Ｈ１２．１０．３１ 判時１７３０－１６０ ３号書面該当性（国際司法共助による供述書） ２８６ 

最三決Ｈ１３．４．１１ 判時１７４８－１７５ 訴因変更の要否 ２２０ 

東京高判Ｈ１４．３．１５ 判時１８１７－１６２ 一事不再理効と訴因の拘束力 ３４３ 

最一決Ｈ１４．７．１８ 判時１８００－１５５ 訴因の特定 １８３ 

東京高判Ｈ１４．９．４｢ﾛｻﾞｰﾙ事件｣判時１８０８－１４４ 違法収集証拠排除法則の適用（自白） ３７、３１６ 

最一決Ｈ１４．１０．４ 判時１８０２－１５８ 捜索･差押え令状の呈示の時期・方法 １２９ 

最二判H１５．２．１４「大津覚せい剤事件」判時１８１９－１９ 違法収集証拠の証拠能力 （否定例） ３１２ 

〃 違法捜査の波及効 ３１４ 

〃 毒樹の果実の例外 ３１５ 

最二決H１５．２．２０ 判時１８２０－１４９ 訴因変更の要否 ２２１ 

最一決Ｈ１５．５．２６ 判時１８２９－１５４ 違法収集証拠の証拠能力 ３１２ 

最二判Ｈ１５．６．２判時１８２９－１６２ 一事不再理効と訴因の拘束力 ３４１ 

福岡地判Ｈ１５．６．２４ 判時１８４５－１５８ 起訴後の取調べ（第一回公判期日後 １１４ 

最一決H１５．６．３０ 判時１８３３－１６０          押収処分を受けた者の還付請求権          ４０８ 

最三判Ｈ１５．１０．７ 判時１８４３－３ 一事不再理効と訴因の拘束力 ３４４ 
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最一決H１５．１１．２６ 判時１８４２－１５８ ３号書面該当性（大韓民国裁判所の公判調書） ２８６ 

最二判Ｈ１６．２．１６判時１８５５－１６８           控訴審の職権調査の範囲                 ３９１ 

最一決H１６．７．１２ 判時１８６９－１３３ おとり捜査の適否 ４２ 

最三判H１６．９．７ 判時１８７８－８８ 弁護人の接見交通権（接見中断の可否） １５３ 

最三決H１７．３．２５ 判時１８９３－１５８          準抗告申立権者                           ４０８ 

最三判H１７．４．１９ 判時１８９６－９２ 弁護人の接見交通権（接見場所のない場合） １５４ 

福岡地判Ｈ１７．５．１９ 判時１９０３－３ ３号書面該当性（中国警察官の供述録朱書） ２８８ 

最二決Ｈ１７．９．２７ 判時１９１０－１５４ 実況見分調書の証拠能力 ２９４ 

大阪高判Ｈ１８．９．２２ 判時１９４７－１６７ 証拠開示の必要性及び弊害の内容 ２０３ 

大阪高決Ｈ１８．１０．６ 判時１９４５－１６６ 類型証拠該当性 ２０４ 

最三決Ｈ１８．１０．１０ 判時１９５２－１７５        原判決を破棄すべき「刑の変更」            ３９７  

東京高決Ｈ１８．１０．１６判時１９４５－１６６ 類型証拠該当性 ２０４ 

最三判Ｈ１８．１１．７ 判時１９５７－１６７  証明力を争うための証拠の範囲 ３０２ 

最三決Ｈ１８．１１．１４判時１９４７－１６７ 証拠開示の必要性及び弊害の内容 ２０３ 

最三決Ｈ１８．１１．２０判時１９５４－１５８ 公訴時効の停止 １７２ 

最一決Ｈ１９．３．１９判時１９６４－１６１           形式判決に対する破棄自判              ３９４ 

最一決Ｈ１９．１０．１６判時１９８８－１５９ 心証（証明）の程度 ２５４ 

最三決Ｈ１９．１２．２５判時１９９６－１５７ 証拠開示命令の対象証拠の範囲        ２０８ 

最二決Ｈ２０．４．１５判時２００６―１５９                     写真撮影・録画                ４１ 

最一判Ｈ２０．４．２５判時２０１３－１５６           鑑定の拘束力                            ２５３ 

最三決Ｈ２０．６．２５判時２０１４－１５５ 証拠提示命令の対象証拠の範囲        ２１０ 

最一決Ｈ２０．９．３０判時２０３６－１４３           証拠開示命令の対象証拠の範囲        ２０８ 

最三判Ｈ２２．４．２７判時２０８０－１３５            情況証拠による事実認定の方法         ２５４ 
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